
 

  



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若葉学園ってどんなところ？ 

平成 10年、児童福祉法改正に基づき「児童自立支援施設」として新しくスタートしました。 

本園では家庭・学校・地域社会の中でうまく適応できず生活指導を必要とする児童の保護と心身の健康

な成長を目指しています。恵まれた自然環境の中で、生活の場所（寮）と学校（分教室）を併せ持ち、

児童が日々、楽しく充実した学園生活を送れるよう、日課や行事を工夫しています。よりよい人間関係

づくりと豊かな体験を通して、高校進学・復学、就職など地域や家庭への復帰といった子どもたちそれ

ぞれの目標に合わせた支援を行っています。 
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住み込みの職員夫婦と共に、家庭的な温かい雰囲気の小グループの寮で生活しています。 

共同生活を通して、豊かな人間関係づくりや生活習慣を身に付け、心身の健全な成長を図るとともに、 

個々の児童の特性に応じて、社会生活に必要な自立する心や適応力を培うことをねらいとしています。 

中学卒業生に対しては、職場実習等、独自の個別プログラムを組み、自立支援を図ります。 

また、心身の状態など個別の対応を必要とする児童については、心理面のサポートなど 

きめ細やかな配慮をしながら自立を支援します。 食事風景 

登校風景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動（楽しく学ぶ“楽学”活動） 
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 クラブ活動（忍耐力・団結力・達成感） 

 

 社会学習（がんばる心） 

 

 心理的ケア（いつでも相談できる環境） 

施設内の「分教室」制による少人数学級で学びます。基礎学力をつけることはもちろん、 

個々に応じた学習活動を行います。「わかった！」「できた！」と達成感を感じられることを 

大切にしています。行事などを通して、思いやりの心を持ち、協力し合える学級活動を行う 

ことも、学習指導の大きな柱としています。進路指導では進学希望者には学力補充を、 

就職希望者には職場実習等の体験学習を実施しまず。 

 

学園ではシーズンを通じて、男子野球・女子バレーボール・男女卓球・駅伝・園芸・年少・ 

学校茶道とさまざまな活動に取り組んでいます。ひとつのことをやり遂げる（忍耐力）、 

仲間と励まし合いながら目標に向かう（団結力）を見につけ、あきらめずに続けることで 

得られる（達成感）を経験できるよう支援しています。新たな自分の発見と、自信をつける 

ことをねらいとし、全員参加を基本としています。 

 

将来の就労に際し仕事の一般的な知識を身に付けること、働く姿勢を学ぶことは大切です。 

汗を流しこつこつ積み重ねることは、目的を達成することにつながり、その喜びや満足感は 

貴重な体験となります。学園では、農園で作物の植えつけから収穫まで体験し、環境整備に 

ついても全員で取り組みます。また、地域の事業者の協力を得て、「トライやるウィーク」や 

「職場実習」も実施しています。 

 

公認心理師等の資格を持った心理学の専門家が常駐しています。入所した子どもたちには、 

個別のカウンセリングの機会が保証されており、生活の中で、安心・安全が保障されているか、 

心身の不調や困りごとはないかなどを確認し、生活から少し離れて、心理面からサポートして 

います。また、自身の課題、問題点に向き合い、改善点を共に考えるような個別のプログラムのほか、 

グループワークなどの機会を設け、社会的スキルの向上を目的に、心理教育を行っています。 

 

こんな取り組み・試みを行っています 

・ご家族と一緒にショートステイしていただける 

ように、ゲストルームを設けています。 

・家庭実習として春・夏・冬の長期帰省と 

ゴールデンウィークの帰省を実施しています。 

・児童の権利を守るため、外部の方による第三者

委員会を設けています。 

調理実習 

授業風景 

野球部 

収穫作業 

カウンセリングルーム 

グループワーク 

女子バレーボール部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日課 

学園の歩み 

施設ご案内配置図 

1958.8 「神戸市立若葉学園」として創立

1965.4 年少寮開設

1971.4 学校教育導入（施設内学級の設置）市教委より教諭派遣

1984.6 新設移転工事完了

1989.9 分教室制へ移行

1994.4 自立訓練寮、不登校児寮（育成寮）、特別指導寮の３カ寮を開設

1998.4 児童福祉法の改正により、児童自立支援施設となる

2004.4 男子寮３（育成寮１含む）、女子寮２、特別指導寮１の６カ寮体制

2008.10
創立50周年記念式典・記念誌発行
学園旗を制定

2011.4 心理職員正規配置

2016.10 近畿児童自立支援施設女子バレーボール大会初優勝

2017.8 第68回児童自立支援施設全国野球大会初優勝

2018.2 神戸市スポーツ表彰・こうべユース賞受賞

2018.10 創立60周年記念講演・記念誌発行


